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令和4年度決算報告！
～　皆様のご支援により地独法化後10年連続の黒字を確保　医業収支でも初の黒字化　～

　令和４年度は、夏と冬にコロナ感染拡大の波があり、以前に比べ重症化患者は減少傾向となるも、逆
に感染力は強まり、当院においても入院患者や職員のコロナ感染が続発し、特に病棟運営や人間ドック
等に大きな影響を受けました。そのような困難な状況の中にあっても、全職員が安定した医療体制の確
保と「断らない救急」体制を維持するという強い信念のもと、従来蓄積した感染防止対策への知見も生
かしつつ、一般診療と中等症以上のコロナ患者治療を両立すべく尽力しました。
　結果、救急車搬送件数は4,703件と県内でも屈指の数となり、通年の病床稼働率も95.5％という高
い値となりました。
　この数字は当院の令和４年度決算にも確実に表れ、純粋な本業での収益（医業収益）は初めて100億
円の大台に乗り、総収支でも地独法化以降、10期連続の黒字を確保することができました。また外部
からの負担金や補助金を除いた純粋な本業による収支（医業収支）でも当院始まって以来、初の黒字を
確保することができました。
　これも地域の皆様のご支援とご理解の賜物であり、心より感謝申し上げます。
　令和5年3月に地独法化10周年を迎えた当院ですが、これからも地域中核病院として、引き続き市民
の皆様のご期待にお応えできるよう、より一層の医療機能の充実に努めてまいります。

　アンギオとは、血管の形状や異常、腫瘍への血管や血流の状態を検査・治療する機器です。
　当院のアンギオ室では血管造影検査を行っています。
　血管造影検査では、鼠径部・肘・手首などの血管にカテーテルという細い管を入れ、そこから造影剤を注
入し、X線で血管を撮影することにより、血管の形態や流れを観察することができます。 脳血管や心臓血
管が細かったり詰まっていたりすれば、そのまま血管内治療をする事もできます。
　新しい装置はプレーン（アーム）が２つあるため、バイプレーン型血
管造影検査装置といいます。 血管を撮影する時、今までは１回の造影
剤の注入で１方向のみの撮影でしたが、バイプレーンでは、１回の造影
剤の注入で２方向の撮影ができるようになります。 そのため、今まで
当院で使用していたシングルプレーンと比較すると、造影剤の使用量
が約半分になる上、検査時間も大幅に短縮されることが特徴です。脳
卒中の治療は時間との勝負になるため、麻痺などが残る機能予後にも
期待ができます。
　これからも、アンギオ室では低侵襲で安全かつ迅速で確実な検査・
治療を提供していきます。

キヤノンメディカルシステムズHPより引用

 

アンギオ（血管造影）室に新しい装置が入りました！
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